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1．研究の背景と目的

日本では、新型コロナウイルス感染症の位置
づけが、これまで、「新型インフルエンザ等感
染症（いわゆる 2類相当）」としていたが、
2023年 5月 8日から「5類感染症」となった。
変更された点は、政府として一律に日常におけ
る基本的感染対策を求めない、感染症法に基づ
く新型コロナ陽性者及び濃厚接触者の外出自粛
は求められない、限られた医療機関でのみ受診
可能であったが、幅広い医療機関において受診
可能、医療費等について健康保険が適用され、
1割から 3割は自己負担が基本となるが、一定
期間は公費支援を継続、という点である（厚生
労働省 HP、2023）。つまり、法律に基づき行政
が様々な要請・関与をしていく仕組みから、個
人の選択を尊重し、国民が自主的な取組をベー
スとした対応に変わるということであった。3

年前を振り返ると 2020年 4月 7日に東京、神
奈川、埼玉、千葉、大阪、兵庫、福岡の 7都府
県に最初の新型コロナウィルス緊急事態宣言が
出され、4月 16日に対象が全国に拡大された。
この緊急事態宣言発令以降、学校園が休校休園
し、登校登園できなくなった子どもたちは自粛、
ステイホームは遊び場・縦のつながり等の喪失

に加え、心理的身体的ストレスが増えた。また
働く親は家庭内での仕事と家事の両立、仕事に
家事に集中できないことに対してストレスを抱
えてしまい、他者との関わりがより少なくなり
孤立してしまう保護者が増えたという記事も多
く取り上げられた。この間、人の密を避ける自
粛モードが様々な学校園行事、クラブ活動、地
域の活動や祭りの中止、そしていわゆる冠婚葬
祭についても実施困難と判断するなど、過剰と
思われるほど自粛を強いられ、人との接点が失
われた。2023年 3月 13日からマスクの着用は
個人の判断が基本（厚生労働省 HP、2023）となっ
たが、マスク着用そのものが習慣的にも楽と感
じる人、マスクを常時つけることで他者の目を
気遣うことが減ったという側面をメリットとと
られる人もいるだろう。ただ、そのような人た
ちが増えたと仮定するならば、多世代間のパラ
レルな人生観から、交友の道へとつながるかは
難しいと感じる。
上記の状況から筆者は、子どもや大人のサー
ドプレイスづくりの必要性を問い、どのような
人的・物的環境で、そのサードプレイスを提供
できるのか検討し始めた。本稿は、サードプレ
イスの役割と人材に着目し、役割を改めて概観
し、サードプレイスの概念に近しいオーストラ
リアのプレイグループ（Playgroup）に焦点を
あて、どのような人材を輩出すべきなのか、そ
してどのような行動指向の視点をもって活動を
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実施するのかを明らかにし、日本へのサードプ
レイス構築に向けての示唆を得ることを目的と
する。

2．サードプレイスの実際

（1）サードプレイスとは
本稿のキーワードでもあるサードプレイスと
は、アメリカの社会学者であるレイ・オルデン
バーグ（Oldenburg,R.,1989）が示した概念であ
る。その町の居場所を、第 1の場所（家庭）、
第 2の場所（職場：その人が最も長く時間を過
ごす場所）に加え、第 3の場所（市民が憩い交
流できる場所、より創造的な交流が生まれる場
所）、邦訳版では副題に「とびきり居心地のよ
い場所」と訳されているが、その第三の場が生
活者の暮らしの質を高めるという。オルデン
バーグがこのサードプレイスを提唱する際にア
メリカ社会を改めて俯瞰した頃、アメリカの社
会的特徴は自動車依存型の都市社会であり、家
庭（第 1の場所）と職場（第 2の場所）を往復
するだけの状況と観た。その都市化が高まるこ
とでサードプレイスが消滅し、オルデンバーグ
がサードプレイスの概念を改めて提唱すること
により警鐘をならしたのである（石山、2016、
p.114）。オルデンバーグが示したサードプレイ
スの 8つの特徴については以下に示す。

表 1：レイ・オルデンバーグによる
サードプレイスの 8つの特徴

特徴のキーワード 具体的内容
①　  中立性（ニュー

トラル・グラウ
ンド）

・  個人が自由に出入りでき
る
・  誰も接待役を引き受けず
に済む
・  全員がくつろいで居心地
よいと感じる

②　  社会的平等の担
保

・誰でも受け入れる
・  敷居が低く、正式な会員
資格や入場拒否の基準が
ない
・  地位や身分に関わらず、
人柄の魅力や雰囲気を重
視する

③　  会話が中心の活
動

・  元気があって、束縛がな
く、熱っぽい会話が行わ
れる

④　利便性 ・1人で出かけていける
・  長時間開いていて 1日の
どんな時間帯にも利用で
きる
・定期的に訪れられる
・近場にある

⑤　常連の存在 ・  その場所に特色を与える
・  にぎやかな雰囲気を作る
・新参者を受け入れる

⑥　  目立たない存在 ・  物理的構造は地味で飾り
気がない
・  ほかの用途で造られた、
古くからある場所
・商業主義的でない

⑦　  遊び心のある雰
囲気

・遊び場としての役割
・  思いのほか長居をしてし
まう

⑧　  もう一つのわが
家

　　（感情の共有）

・人々を根づかせる
・  慣れとともに進む私物化
・社交の再生の場
・存在の自由
・ぬくもりのある場

※レイ・オルデンバーグ（2013）、石山（2016）、
Dest（2021）より筆者抜粋・作成

上記のようなサードプレイスの特徴を石山
（2016）は、「…多様で異質な人々が、自分の社
会的立場を気にせず、気軽に集まり交流できる
場…（中略）…その交流からは知識創造も期待
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できる。」（p.114）と言い換えている。

（2）日本におけるサードプレイスとは
日本におけるサードプレイスについての例と
して、小林・山田（2014）がサードプレイスを
2区分し研究している。若年者が地域社会に関
心を持ち繋がるきっかけとなるサードプレイス
の創出という目的のもと、交流の場としての
サードプレイス機能（交流型）と自分の時間を
過ごす場としてのサードプレイス機能（マイプ
レイス型）を有機的に結びつけるサードプレイ
ス創出モデルの検討を行っている（p.11）。また、
コロナ禍を過ごし SNS含むバーチャルな空間
でのやりとりも新たなサードプレイスとして位
置づけられる傾向がより高まっている。例えば、
すでに高谷（2019）は、SNSのサードプレイ
スとしての可能性について調査を行った。SNS

の一つである Twitterが、現実社会では孤立し
がちな子育て主婦にとって匿名で育児中のスト
レス発散や悩みを吐露することにより、相談す
る場となり、気軽に参加できるサードプレイス
として有効利用され、機能しているという実態
を明らかにしたのである。このようにサードプ
レイスがハイブリッドで位置づけられ、一人の
空間を保持し、バーチャルな空間で他者とつな
がっている形式もサードプレイスとして有効的
な場かもしれない。筆者は本稿において SNS

の発展前の時代にレイ・オルデンバーグがサー
ドプレイスを提唱した意味、著書の題名（邦訳）
にもあるように「コミュニティの核になる『と
びきり居心地よい場所』」に気軽に立ち寄るこ
とができ、他者との対話がその核の大きな要素
であるという立場でサードプレイスを位置付け
ることを前提とする。

3．オーストラリアのプレイグループ
（Playgroup）の実際

ここでは、コミュニティにおける親子の子育
て支援、遊び場として位置づけられ、「サード
プレイス」の概念に近いオーストラリアのプレ
イグループ（Playgroup）に焦点をあて、どの
ような人的構成での活動なのか、どのような理
念や目的をもって実施されているのか具体的な
詳細を探る。

（1）プレイグループの種類と目的
オーストラリア全土には家庭に遊び体験を提
供する様々な種類のプレイグループが存在す
る。
プレイグループは一般的に、「コミュニティ」
型プレイグループと「サポート」型プレイグルー
プの 2つのカテゴリに分類される（Commerford

＆ Robinson、2016）。全てのプレイグループは、
子どもたちに発達上適切な遊びの機会を提供
し、ケアラーが社会的支援ネットワークとピア
サポートを開発する機会を提供することによ
り、子どもたちとそのケアラー（carers: 「ケア
ラー」という用語は、両親、祖父母、里親を含
むがこれらに限定されずプレイグループに参加
するすべての成人を表すために使用）に利益を
もたらすことを意図している（FAHCSIA、
2011）。
プレイグループの運用方法には大きな違いが
ある。例えば公園で運営しているプレイグルー
プは、多数の家庭を対象に、プレイグループご
とに複数のセッションを行う場合があるが、郊
外の小さなプレイグループでは、参加する家庭
数がはるかに少ない場合がある。
「コミュニティ」型プレイグループは、すべ
ての家庭を含め、子どもたちが遊びを通して学
び、成長する機会を提供することを目的として
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いる（FAHCSIA、2011）。それらは、州または
準州のプレイグループ組織の支援を受けて、そ
のプレイグループに参加するケアラーが中心と
なって運営される（Commerford＆ Robinson、
2016）。「コミュニティ」型プレイグループは、
ケアラーが社会的につながり、サポートネット
ワークを構築する機会を提供し、子どもたちが
遊びを通して他者と交わり、学び、社会的、情
緒的、身体的スキルを発達させる機会を提供す
る（FaHCSIA、2011）。「サポート」型プレイグ
ループは、「コミュニティ」型プレイグループ
に参加できない可能性のある特定のニーズや脆
弱性を持つ家庭（社会的に孤立した家庭や不利
益を被った家庭など）をサポートすることを目
的としている。「サポート」型プレイグループは、
少なくとも 1人の有給ファシリテーターによっ
て運営されており、子どもとその親の発達と
ウェルビーイングをサポートする二点に焦点を
当てている（Jackson、2013）。またケアラーが
出会い、経験を共有し、子どもたちが遊び、学
ぶ、そして他者と交流する機会を作ることをサ
ポートする（Boddy＆ Cartmel、2011; CCCH、
2011; Jackson、2011、2013）。
次に「サポート」型プレイグループの目的に
ついて以下に示す。
・  子どもの発達と幼児教育に関するケアラーの
知識を増やす。
・  ケアラーに情報とリソースへのアクセスを提
供する。
・  発達上のニーズを特定する機会を設け、適切
なサービスへの紹介を提供する（Jackson、
2013）。
  また、プログラムや介入策を提供するための
基盤としても利用される（Commerford＆
Robinson、2016）。

（2）  「コミュニティ」型プレイグループの歴史
的背景

Playgroup Australia（2013）によると、オース
トラリアでは「コミュニティ」型プレイグルー
プは、1970 年代から盛んになっている。現在、
8,000以上の「コミュニティ」型プレイグルー
プが毎週、教会のホール、公園、地方自治体の
建物などに集まり運営されている。また毎週、
200,000人の保護者が、自分たちの「コミュニ
ティ」型プレイグループを自主的に組織し、参
加している現状である。この運営に関わる情報
提供や立ち上げ、参加費等の管理など集約して
いるのが、先に挙げた全国 NPO法人 Playgroup 

Australia で あ る。Playgroup Australia は、ACT   

Playgroups、Playgroup NSW、Playgroup NT、
Playgroup Queensland、Playgroup South Australia、
Playgroup Tasmania、Playgroup Victoriaの州支部
の元にコミュニティプレイグループを組織して
いる。なかでも、Playgroup NSWは、遊びを通
して家庭やコミュニティが学び、成長すること
をサポートし、2022年には 50周年を迎えた。
もともとバルメイン（Balmain）のラウンジルー
ムで母親たちが始めた Playgroup NSWは、現
在 75人の従業員、900人のボランティア、約
38,000人のメンバー抱える近代的なサービス組
織に成長しており、遊びを通じた早期学習と発
達への道を切り開く柱となっていると報告され
た（Playgroup NSW Community Impact Snapshot、
2020）。

4．質の向上に必要なプレイグループ原則
（The Playgroup Principles）

（1）質向上に必要なプレイグループの 9原則
プレイグループ原則（Playgroup Principles）は、
オーストラリア家庭研究所の Child Family 

Community Australia（CFCA）チームによって
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策定された（Joanne & Cathryn、2017）。原則を
策定するために、Joanne & Cathryn（2017）は、
プレイグループへの資金提供、計画、調査、お
よび運営の経験を持つ専門家とのワークショッ
プを開催し、参加者はオーストラリア全土から
実践者を集め策定のための研究調査を行った。
検討を重ね、質向上に必要なプレイグループを
支える 9つの主要原則が策定され、それぞれの
原則は、プレイグループの中核的な特徴を示し
ている。以下がその 9原則である。
①　プレイグループは遊びが目的である。
②　  プレイグループは、子どもに焦点を当て、
子どもを包括し、発達段階に応じて行われ
る。

③　  プレイグループは、つながりを大切にして
いる。

④　  プレイグループは居心地の良い場所であ
る。

⑤　プレイグループは文化的な配慮がある。
⑥　プレイグループは柔軟に対応する。
⑦　  プレイグループは、強みに基づいた強化の
ためのものである。

⑧　  プレイグループには、組織レベルのサポー
トとガバナンスがある。

⑨　  「サポート」型プレイグループでは、熟練
したファシリテーターが家庭を巻き込み、
地域のサービスにつなげている（Joanne & 

Cathryn、2017）。

以上が主要原則である。次にそれぞれの原則
をプレイグループがどのように考え実行すべき
か等の行動指向について、概観する。

（2）9原則に関する行動指向
1）第 1原則の行動指向
第 1原則として、プレイグループは遊びが目
的であるが明記された。遊びはプレイグループ

の重要な要素であり、質の高いプレイグループ
は、遊びに基づいた学習の機会を提供し、すべ
ての活動に遊びを組み込んでいる。また遊びは
子どもたちに多く学びの機会を提供し、一般的
に子どもとケアラーに楽しさ、構造的または非
構造的な遊び体験を提供し、積極的な子どもの
発達をサポートするための遊びに基づく質の高
い学習の機会を提供する（DEEWR、2009）。
遊びは自由に選択され、本質的な動機付けが
あり、自発的で楽しいものでなければならない
（Brockman、Fox＆ Jago、2011）。また遊びは子
どもたちに多くの利益をもたらし、言語と識字
能力、社会性と数学的能力の発達に関連してい
る（Hancock et al.、2012）という。よってプレ
イグループは、遊びに基づく学習環境を提供す
ることにより、積極的な子どもの発達をサポー
トすると考えられる。2009年に初めて全国の
ナショナルカリキュラム（就学前）として制定
されたオーストラリアの初期学習フレームワー
ク（The Early Years Learning Framework from 

Australia）の中で、遊びに基づく学習を「子ど
もたちが人、物、表現されたものと積極的に関
わりながら、社会的世界を創り、理解するため
の学習」（DEEWR、2009、p.6）と定義している。
プレイグループを訪問している専門家も、プレ
イグループでの焦点となる遊びを損なわないよ
う、この初期学習フレームワークを念頭におき、
遊びに基づく活動や家庭とのインフォーマルな
議論を通してサービスを提供するよう示してい
る。プレイグループの中心的構成要素として遊
びを優先することにより、プレイグループが、
子どもの発達のための遊びの価値と重要性をケ
アラーに強調することとなる。これは、プレイ
グループが子どもと関わるケアラーに対して自
信と能力を構築する役割を果たすこととなり自
宅で遊び体験を継続することにもつながる。プ
レイグループに参加している実践者は、多様な
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背景や不利な背景によって個人的な遊びの経験
がほとんど、または全くないケアラーに対して
も遊びの利点を伝え強調できる（Joanne & 

Catheryn、2017）。
プレイグループは、ケアラーが開放的な遊び

（open-ended play）を通して子どもと関わるよ
うに促している。開放的な遊びは、構造化され
ていない自由に流れる遊びとして定義され、子
どもたち自身が何をするか、どのように行うか、
何を使用するかを決定する（Bruce、McNair＆
Siencyn、2008）。植物、木、食物を栽培してい
る庭、砂、岩、泥、水などの要素を含む屋外の
遊び場は、開放的な遊びを促進し（DEEWR、
2009）、プレイグループでの遊びの活動は家庭
用品やリサイクル材料を利用して、簡単に手に
入る既製品（つまり、ゲームやおもちゃ）では
なく、プロセス（体験）や、様々な場所や手法
で子どもたちと一緒に展開できることをケア
ラーに示すことができる。例えば Playgroup 

WAの「Playideas」リソースは、リサイクルさ
れた段ボール、プラスチックチューブ、リサイ
クルされた箱を使用したプレイグループの活
動、及び家庭でのバリエーションを提案してい
る。具体的には、プレイグループで子どもたち
はペイントとテープを使用してリサイクルボッ
クスから消防車を制作するような提案や、家庭
では空のシリアルやティッシュ箱とつなげるこ
とにより造形的創造的な遊びに発展させること
も提案できると紹介している（Joanne & 

Catheryn、2017）。また、質の高いプレイグルー
プのプログラムには、構造化されたアクティビ
ティと構造化されていないアクティビティが組
み合わされており、ストーリータイム、歌、ダ
ンス、スナックタイムなどの他のより構造化さ
れた共同アクティビティと一緒に自由形式のプ
レイ用のスペースが環境として設定される。グ
ループ全体のおやつ時間は、栄養に関するメッ

セージを促進し、家庭が食べ物を介してつなが
る良い機会になる可能性がある。これは、プレ
イグループの専門家が指摘しているように、文
化的および言語的に多様な（CALD）プレイグ
ループにとって特に重要な時間であると説明し
ている（Joanne & Catheryn、2017）。

2）第 2原則の行動指向
次に第 2原則の「プレイグループは、子ども

に焦点を当て、子どもを包括し、発達段階に応
じて行われる」というように、一人ひとりの子
どものニーズと個々の視点や経験を受け入れ尊
重することが前提である。ケアラーが参加し、
子どもの成長を支援するスキルをさらに発達さ
せること、そして支援的で協調的な環境で発達
的に適切な活動を提供することにより、子ども
の発達（認知的、社会的、情緒的）を支援する
ことにつながる（Joanne & Catheryn、2017）。
質の高いプレイグループは、子どものニーズ
がサポートされるよう環境を整えている。子ど
もに焦点を当てることにより実践される包括的
なアプローチは、子どものニーズ、安全、福祉
を実践の中心に置き、組織に次のことを求めて
いる。
・  発達の各段階にわたる子どもの発達上のニー
ズを理解すること。
・  子どもたちは彼ら独自の視点と経験を持って
いることを認識すること。
・  子どもたちが自分たちに影響を与えるような
決め事に参加する適切な機会を提供すること
（Hunter＆ Price Robertson、2014）。
つまり、子ども中心主義の考え、そして子ど
もの参加する権利への理解を組織に求めている
のであろう。幼児期は、子どもの学習と発達に
不  可欠な時期である（DEEWR、2009）。プレイ
グループは、オーストラリアの初期学習フレー
ムワークで概説されている学習成果、原則、実
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践に合わせてプレイグループを調整すること
で、子どもの学習と発達のニーズを認識するこ
とができる。このフレームワークは、幼児教育
における質の高い実践を支える 5つの主要な原
則（Principles）を概説している。
①　安全で、敬意を持った相互関係
②　家庭とのパートナーシップの構築
③　子どもたちの学習と公平な実践
④　多様性の尊重
⑤　  保育者のための継続的な学習と反省的実践
（DEEWR、2009）
上記のフレームワークについては、子どもを
中心におき、先に示した 5つの主要な原則を含
んでいる「Principles（原則）」、そして「Practice

（実践）」と「Learning Outcomes（学習または学
びの結果）」から構成されており、これらの 3

要素が保育方法や保育者のカリキュラム等の作
成においての土台となる（DEEWR、2009）。
プレイグループは、グループの興味関心に合
わせた発達上適切な活動や施設へのアクセスを
子どもたちに提供することにより、子どもの発
達を支援することができる。質の高いプレイグ
ループは、屋外の活発な遊びから屋内のアク
ティビティや読み聞かせ・歌の時間まで、グルー
プ内の子どもたちの年齢と発達上のニーズに適
したアクティビティの組み合わせを提供してい
る。また子どもとケアラーが自分の興味や好き
なことを共有する機会を作り、これらの視点を
満たすために活動を調整することにより、子ど
もとケアラーを大切にする協働的な環境
（collaborative environment）を生みだす（Joanne 

& Catheryn、2017）ことにつながるのである。
この協働的な環境について具体例が提示されて
いる。まずケアラーが家庭と協力して参加を促
し、参加について抵抗がない場合はグループの
貢献につながるという。例えば、プレイグルー
プに参加しているケアラーが、ファシリテー

ターと協力して子どもの活動を選択するように
促され、サポートされている場合（例えば、子
どもが興味を持っているテーマやトピックを提
案する）、子どもの学習体験がより意味のある
ものになる可能性が高まるという。さらに、ケ
アラーが定期的に子どもと関わり、活動の準備
や参加を支援する場合、ケアラーに、プレイグ
ループの内外で子どもたちの成長をサポートす
るスキルをさらに高める機会を提供する可能性
がでてくる。これはまた、ケアラーがプレイグ
ループへの帰属感や、参加しているという気持
ちを強化する可能性がある（Joanne & Catheryn、
2017）と示している。

3）第３原則の行動指向
次に第３原則の「プレイグループはつながり
を大切にする」について以下でその行動指向を
概観する。

プレイグループのグループ体験は、次のよう
な多くのつながりの機会を生みだすという。
・ケアラー間とのつながり
・ケアラーと彼らの子ども間とのつながり
・子どもたちとの間とのつながり
・  家庭と地域社会とのつながり（Joanne & 

Catheryn、2017）
調査によると、ケアラーがプレイグループに
参加する主な理由の 1つは、帰属意識を育むこ
とであるという（Harman、Gui l foyle ＆ O ’
Connor、2014）。支援的なソーシャルネットワー
クを構築し、友情を育み、情緒的かつ社会的支
援を見つけることは、コミュニティのプレイグ
ループに参加することに関連する潜在的メリッ
トの一つであると言える（Hancock et al.、2015; 

Gibson、Harman ＆ Guilfoyle、2015; Harman et 

al.、2014）。研究によると、社会的支援は、基
本的な社会的ニーズを満たし、社会的統合を強
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化し、健康に対するストレスの影響を仲介し、
急性的ストレスの多い出来事から発生する可能
性のある害から、ある程度保護することにより
健康状態の結果を改善できることがわかってい
る（Hanna et al.、2002）。これは、ケアラーが
リラックスしてインフォーマルな方法で互いに
交流し、言葉を交わす機会があることを確認し
なければならないということを示しているだろ
う。しかし、脆弱で社会的に不利な立場にある
ケアラーは、地元のコミュニティのプレイグ
ループから孤立したり、取り残されたりしてい
ると感じる可能性がある。彼らは、同様の環境
におかれた他のケアラーとプレイグループで交
流することを好む可能性もある（Gibson、
Harmon、 ＆ Guilfoyle、2015; Strange、Fisher、
Howat＆Wood、2014）。「サポート」型プレイ
グループは、「コミュニティ」型プレイグルー
プに効果的に参加できない可能性のある家庭に
とっての選択肢の一つであり、調査・評価の調
査では、「サポート」型プレイグループに参加
している家庭にとって同様の社会的利益が示さ
れている（Commerford＆ Robinson、2016）。
プレイグループは、ケアラーが子どもとつな
がる機会を生みだす。効果的なプレイグループ
は、プレイグループの中にケアラーが子どもと
ともに参加し、交流することを奨励するように
設計された活動を設定する。例えば、歌の時間
に参加したり、「本のコーナー」で子どもに本
を読んだりするようにケアラーを奨励すること
で、ケアラーのスキルとこれらの分野への自信、
そして子どもとのつながりをさらに深めること
ができる。また家具を配置する場所を慎重に検
討することで、これが役立つ場合もある。つま
り部屋の周囲に大人用の椅子を配置しないよう
にするという意識があると、大人が子ども中心
の場に参加して交流ができるようになるという
（DEECD、2011）。

プレイグループは、家庭とコミュニティのつ
ながりを強化することができる（Strange et al.、
2014）。地域のプレイグループに参加すること
により、公園やショッピングセンターなど、家
庭間においてインフォーマルな交流の機会が増
え、地域で開催されるグループに参加すること
で、ケアラーの地域へのつながりをより感じる
ことができる（Strange et al.、2014）。ただし、
地域のコミュニティグループが利用できないこ
とが影響要因となる可能性がある。例えば、新
しい住宅地では、コミュニティのインフラスト
ラクチャー（地域コミュニティの生活を支える
施設や空間）とサービスの開発に時間がかかる
場合があり（Strange et al.、2014）、農村部や遠
隔地では、家庭がつながりをもとめていたとし
ても自宅近くのグループや他のグループにアク
セスできない場合がある。したがって、農村部
や遠隔地でのプレイグループは多様な家庭グ
ループに対応し、すべての新しい家庭を歓迎す
ることに留意し準備をする必要がある（Joanne 

& Catheryn、2017）。

4）第 4原則の行動指向
次に第 4原則「プレイグループは居心地の良

い場所である」の行動指向について概観する。
プレイグループは、参加を希望する家庭がア
クセスできる安全な環境である。また質の高い
プレイグループは、子どもの安全のための活動
に取り組み、ケアラーと子どもが共に遊び、つ
ながるための文化的、物理的、情緒的に安全空
間を提供する（Joanne & Catheryn、2017）。安
全性の定義は以下のとおりである。
・身体的、性的、情緒的、心理的、文化的な虐
待・ネグレクトから子どもたちを守るために意
図的な措置を講じている組織（CCYP、2015、p.9）
・文化的に安全な組織とは文化を超えて、人々
が交流し、コミュニケーションをとり、理解す
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ることのできる能力を有している組織
（DEEWR、2009、詳細は、原則 7を参照）
・物理的に安全な環境であれば、子どもたちは
安全に過ごすことができ、スタッフは子どもた
ちを支援し交流することができる。加えて、建
物、敷地、設備や家具の安全性を確保すること、
また危険な製品の安全な貯蔵・使用によりリス
クを最小限に抑えることができる（National 

Childcare Accreditation Council、2006、p.2）。
・情緒的（心理的）に安全な環境とは、ケアラー
や子どもたちが、恥ずかしい思いや、嘲笑され
たりすることを恐れず、安心して対人関係のリ
スクを取ることのできる環境（経験やアイデア
を試すなど）（Wanless、2016）のことである。
上記のように、子どもにとって安全な組織とは
何かを具体的に示している。
質の高いプレイグループは、包括的で温かく
居心地の良い空間である。幼児教育の中でのイ
ンクルーシブ（包括的）な実践とは、家庭や専
門家が協力的に情報に基づいた方法で活動の決
定までに考慮を重ねる（Owens、2012）。オー
ストラリアの初期学習フレームワークは、質の
高い学習環境を「それぞれの子どもの興味や能
力に対応する活気に満ちた柔軟な空間。様々な
学習能力や学習スタイルに対応し、子どもたち
や家庭にアイデアの提供をもらう。」（DEEWR、
2009、p.15）といった環境であると述べている。
この説明は、インクルーシブな実践を反映して
いると言える（Owens、2012）。
プレイグループは簡単にアクセスが可能であ
り、十分なリソースが用意されているため、家
庭は低コストまたは無料でアクセスできる（プ
レイグループの種類によって異なる）。この原
則の策定までに協力した実践者は、地理的に孤
立、または文化的・言語的に多様な（CALD）
家庭のために運営されている「サポート」型プ
レイグループを、全プレイグループの家庭が利

用できるようにすることを提案するなど、アク
セシビリティに関していくつかの提案をした
（例 .ヘルスケアカード）。また、プレイグルー
プに簡単にアクセスできるよう、自宅や公共交
通機関（利用可能な場合）から徒歩圏内にある
適切な場所（幼稚園やコミュニティホールなど）
で開催し、屋内と屋外のプレイスペースを準備
する必要がある。これは乳児にとって適切で安
全なものである（Joanne & Catheryn、2017）。

5）第 5原則の行動指向
次に第 5原則の「プレイグループは文化的な

配慮がある」に関する行動指向を概観する。
プレイグループは、家庭にとって、遊びや社
会的つながりの目的で集まる文化的に安全な場
所であり、文化的に特定の家庭と非文化的に特
定の家庭の両グループが含まれる。つまり、文
化的安全性とは「人々にとって安全な環境、つ
まり彼らのアイデンティティや彼らが誰である
か、そして彼らが何を必要としているかについ
て、主張や否定されることのない場所。それは、
尊敬の念、意味、知識と経験を共有し、尊厳を
持って共に学び、生き、働くことであり、真に
耳を傾けること」（Williams、1999、p.213）で
あると定義した。
プレイグループは、異なった文化的グループ
のニーズに適応し、その文化的遺産や習慣を尊
重し行う。初期学習フレームワークは、文化的
能力を子どもの学習をサポートするためには不
可欠な実践として挙げており、文化を超えて
人々を理解し、コミュニケーションをとる際、
効果的に交流する能力として定義している。含
まれるものとして以下に示す。
・自分の世界観を意識する。
・文化の違いに対して前向きな姿勢を育む。
・  様々な文化的慣習や世界観についての知識を
得る。
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・  文化を超えたコミュニケーションと交流のた
めのスキル向上（DEEWR、2009、p.16）。

質の高い「コミュニティ」型と「サポート」
型プレイグループは、参加者にとって文化的に
居心地がよく、文化的習慣を念頭におき実施し
ている。一部のプレイグループ参加者は、文化
的に特定の「コミュニティ」型、または「サポー
ト」型のプレイグループに参加することを好む
場合があるという。特に文化的・言語的に多様
な移民（CALD）または難民グループを対象に
支援している「サポート」型プレイグループは、
ケアラーに文化的に安全で居心地の良い環境を
提供でき、社会的支援の構築、子どもの社会的
および身体的発達、および彼らに他のサービス
に関する情報提供する支援を実施する可能性が
ある（Commerford＆ Robinson、2016）。調査に
よると、「サポート」型プレイグループは、難
民や移民のケアラーに強力で重要な社会的支援
の源を提供し、インフォーマルなネットワーク
支援の構築を促進し、ケアラーのポジティブな
考えや姿勢へと導くために役立つサポート的要
因として機能する（Commerford＆ Robinson、
2016）。また「サポート」型プレイグループは、
難民や移民の子どもたちの、小学校への接続準
備の支援や社会性を高める機会を設けることに
より、彼らの社会的身体的発達を促進する
（Commerford＆ Robinson、2016）。文化的に特
定されたプレイグループの環境は、ケアラーが
グループと共有することにより快適に感じる工
夫ができる（DEECD、2011）。ただし、これが
不可能な場合は、子どもたちが経験してきた共
通点と相違点を取り上げ、ストーリーを共有す
ることにより異なる文化グループ間の相互作用
を促進する（DEECD、2011）。「サポート」型
プレイグループは、受容することやすべての家
庭に関心を持つというファシリテーターの役割

を通じてより有効的な環境が整う（DEECD、
2011）と考えられている。
次に先住民族の視点から示す。先住民族のた
めの「サポート」型プレイグループは、それぞ
れのコミュニティにおける先住民族のニーズに
基づいて、適応性と柔軟性がある。調査による
と、先住民の家庭が参加の維持を継続できる効
果的な幼児教育・保育プログラムは、認可外（プ
レイグループや親子教育など）で、物理的、文
化的にアクセスしやすく、家庭全体に焦点を当
てたプログラムであること、そして柔軟でかつ
人間関係に重点を置いたアプローチをとってい
る可能性が高いことが示されている（Leske、
Sarmardin、Woods、＆ Thorpe、2015）。先住民
族のための質の高いプレイグループは、地域社
会との信頼と関与を築くためには、長期間にわ
たり継続して運営される必要がある。これらの
プレイグループは、文化的に適切な学習体験に
ついてアドバイスを提供してもらえる地域の
人々とも関わりがある（Leske、Sarmardin、
Woods、＆ Thorpe、2015）。
文化的・言語的に多様である家庭や先住民族
の家庭ために「サポート」型プレイグループで
実施する具体的な戦略には、以下のものがある。
・参加者と同じバックグラウンドを持つバイリ
ンガルのファシリテーターが従事（可能な場合）
する。具体的には食文化や儀式を含んだロール
モデリングである。
・「サポート」型プレイグループは、プレイグ
ループに参加したケアラーを地域に精通した地
域のメンバーとしてファシリテーターまたは有
給のアシスタントとなるように訓練し雇用する
ことができる。
・定期的な専門的な人材育成の機会と報告会に
より、ファシリテーターは、独自の文化的洞察
と経験を利用して、歓迎的かつ包括的な環境を
整え、参加者にとって信頼できる情報提供者と
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なることができる。
・先住民族の「サポート」型プレイグループは、
地元のつながりのあるコミュニティメンバーと
相談して、地域の先住民族の家庭の情報の取り
まとめや、地域の高齢者たちをプレイグループ
に招待したりすることもできる。具体的な例と
して「サポート」型プレイグループは、家庭が
彼らの昔から慣れ親しんでいる食文化としての
食事を一緒に準備し、共有し楽しむことを奨励
することにより、文化的規範を適切に反映する
こともできる（Warr、 Mann、 ＆ Forbes、2013）。
このように、文化的・言語的に多様な家庭や
先住民族の家庭のために「サポート」型プレイ
グループで実施する場合、より文化的配慮が人
的物的にも必須であることがうかがえる。

6）第 6原則の行動指向
次に第 6原則の「プレイグループは柔軟に対

応する」について概観する。
プレイグループモデルは柔軟性があり、ケア
ラー、子ども、地域社会のニーズに基づいて構
造、形式、活動を構成していく。すべてのプレ
イグループモデルの調査と評価の結果、質の高
いプレイグループを実施するための重要な要素
として柔軟性を強調している（ARTD、2008; 

Williams、Berthelsen、Nicholson、＆ Viviani、
2015）。
「コミュニティ」型プレイグループモデルに
は、プレイグループが適応し、参加する家庭の
ニーズに対応できるよう柔軟なアプローチがあ
る。つまり、「コミュニティ」型プレイグルー
プには多様性があり、同様の経験を抱えた家庭
グループに対応できることによって適応する方
法がある（たとえば、祖父母、父親、LGBTIQ

ケアラー、文化的・言語的に異なった背景を持
つグループ、乳幼児のいる家庭、プレイグルー
プWA、2016）。また農村部や遠隔地では、プ

レイグループは様々な生活経験をしている小グ
ループの家庭に柔軟に対応できる（ARTD、
2008）。
同様に、オーストラリア全土で運営されてい
る「サポート」型プレイグループは、一般に、
規定のコンテンツ、カリキュラム、または特定
のルーチンのない柔軟な運営モデルを備えてお
り（Williams et al.、2015）、様々な形式（モバ
イルプレイグループ、公園内の屋外プレイグ
ループ、キャラバンパークに設置されたプレイ
グループ）で実施している。また様々な家庭グ
ループ（不利な状況や社会的孤立を経験してい
る家庭、アルコールやその他の薬物の誤用、ま
たは住宅の不安定さについて共通している家
庭）の形式が存在しながら運営している。これ
により、個々のプレイグループは、メンバーの
ニーズに合わせて柔軟に対応する必要がある
（Joanne & Catheryn、2017）。
プレイグループに参加するケアラーと子ども
たちのニーズに対応し、これらのニーズを満た
すように構造、活動、コンテンツ、またはカリ
キュラムを調整することにより、プレイグルー
プはケアラーと子どもたちの幸福を優先する。
よって様々な方法を用いて実施している例とし
て、文化的・言語的に異なった背景があり、新
しく到着した移民のための「サポート」型プレ
イグループでは、ファシリテーターは、利用可
能なユニバーサルサービスやプログラムに関す
るケアラーの知識の欠如を特定し、家庭に地域
の健康、教育、コミュニティサービスを紹介す
る（McDonald、Turner＆ Gray、2014）。または、
ファシリテーターが、ケアラーが子どもの歯の
健康に関する懸念について話し合っていること
にファシリテーターが気づいた場合、プレイグ
ループセッションに地域の歯科医療を行ってい
る組織に参加してもらう場合も具体的な例とし
てある。このように質の高いプレイグループは
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ダイナミックであり、グループ内の家庭のニー
ズの変化に応じて対応する。「コミュニティ」
型と「サポート」型プレイグループモデルの両
者において、子どもが成長するにつれ変化する
発達上のニーズに合わせて活動を調整すること
を意味する場合もある（McDonald、Turner＆
Gray、2014）。

7）第 7原則の行動指向
次に第 7原則の「プレイグループは、強みに
基づいた強化のためのものである」について概
観する。
質の高いプレイグループは、ケアラーの強み
や能力とリソースに焦点を当て、強み、スキル、
知識を認識することにも焦点を当てている。強
みに基づいたアプローチとは、ケアラーの足り
ないところや病態に着目するのではなく、ケア
ラーの既存のスキルと強みを特定して構築する
戦略を活用する（Hunter ＆ Price-Robertson、
2014; Holzer、Bromfield ＆ Richardson、2006）。
このアプローチを通して、ケアラーのリソース、
特徴、興味、そして希望が、前向きな変化を及
ぼす動機とツールになるとみなしている
（Hunter＆ Price-Robertson、2014）。事例として、
子どもの虐待を防ぐことを目的とした子育て教
育プログラムを調査した研究では、プログラム
が欠損の観点から運営されているプログラムと
比較して、強みに基づくアプローチを使用した
場合のほうが、より良い結果を導いている
（Holzer、Bromfield ＆ Richardson、2006）とい
う調査もある。プレイグループは、ケアラーが
自分の強みと能力を強化するための場を提供
し、ケアラーがコミュニティのつながり、友情、
ソーシャルネットワークを強化する機会を提供
する。他のケアラーとの新しいつながり、およ
び同様の発達段階にある子どもたちを観察する
機会を通じて、ケアラーは互いにインフォーマ

ルに学ぶことができるのである（Jackson、
2011）。
「サポート」型プレイグループは、特別に対
象を絞った学習機会を設定することにより、ケ
アラーの能力をさらに強化する。ファシリテー
ターは、子育ての自信とケアラーの知識を高め
るために、適切な遊び体験をモデル化したり、
ケアラーに質の高い子育てへの実践を示した
り、スナックタイムには食育に焦点を当て、優
れた栄養習慣をモデル化することができる。
ファシリテーターは、様々なサービスの専門家
がプレイグループに参加し、主要な健康に関す
るメッセージを示してもらえるように調整す
る。よってプレイグループは、子どもとケアラー
の健康促進プログラムを提供することができる
（Commerford＆ Robinson、2016）。このように、
プレイグループが、ケアラーがもともと持って
いる強みやスキルを認識することで彼らの子育
てや社会的参画への自信につなげ、その力をよ
り強化していくための学習機会を設定すること
が求められていることが確認できる。

8）第 8原則の行動指向
次に第 8原則の「プレイグループには、組織

レベルのサポートとガバナンスがある」につい
て概観する。
質の高いプレイグループには、ホストとなる
組織または州または準州のプレイグループ協会
を通じて、組織レベルのサポートとガバナンス
が提供される。プレイグループは、連邦、州、
地方レベルの政府、非営利団体、教会など、複
数の道筋を通じて資金としてあてられる。組織
のサポートは、提供するグループと資金調達の
要件によって異なるが、すべての質の高いプレ
イグループは、一部の組織レベルのサポートと
ガバナンス、州の法律及びコンプライアンス上
の要求事項を遵守しなければならない（Joanne 



子どもと大人のサードプレイスの役割と人材に関する研究 175

& Catheryn、2017）。「コミュニティ」型プレイ
グループは、一般的にケアラーが運営、自己管
理、そして参加する家庭から徴収することを通
じて資金を受け、地域の州または準州のプレイ
グループ協会とオーストラリアのプレイグルー
プによってサポートされている。州および準州
のプレイグループ協会は、新しいプレイグルー
プの開始、既存のプレイグループへの参加、お
よびプレイグループの実行に関するガイダンス
を提供することとなっている（Joanne & 

Catheryn、2017）。
サポートのレベルは、地域の州および準州の
資金とリソースによって異なるが、質の高いプ
レイグループ協会は、プレイグループのコー
ディネーターに以下の一部または全てを提供す
る。
・プレイグループマニュアルの閲覧
・  手段（フォーム、サイン、ポリシー、報告書
など）
・  適切な場所を探し、リースを交渉するための
支援
・新会員を惹きつけるような販促資料
・  プレイグループ委員会に関するトレーニング
とサポート
・  おもちゃやリソースを含むプレイグループス
ターターキット
・  遊びの活動とプレイグループの構造に関する
アイデア（Playgroup NSW、2015）、である。
現在、ほとんどの州と準州では、地域のプレ
イグループに参加するケアラーは、子どもたち
と関わる上で必要な警察によるチェックを受け
る必要はない。ただし、この法律は州に基づい
ているため、オーストラリア全体で差異があり、
いくつかの例外がある。
・南オーストラリア州では、コーディネーター、
委員会のメンバー、子どもがいないボランティ
アは、関連する州の履歴に関する許可を得る必

要があり詳細は以下のWEBサイトに記載され
ている。
（https://www.legislation.sa.gov.au/LZ/C/A/

CHILDRENS%20PROTECTION%20LAW%20

R E F O R M % 2 0（ T R A N S I T I O N A L % 2 0

ARRANGEMENTS%20AND%20RELATED%20

A M E N D M E N T S）% 2 0 A C T % 2 0 2 0 1 7 /

CURRENT/2017.64.AUTH.PDF参照）
・ノーザンテリトリーでは、学校などの場所で、
親コーディネーターが警察のチェックを完了す
る必要がある（Joanne & Catheryn、2017）。
プレイグループは、プレイグループに適用さ
れる関連法に準拠し、変更があった場合は最新
の状態に保つ必要がある。「サポート」型プレ
イグループの場合、スタッフは子どもチェック
と警察チェックを実施する必要がある。プレイ
グループを支援するボランティア、つまり子ど
もがいない状態でボランティアをするための法
律も、地域によって異なる場合がある。プレイ
グループは、州または準州の法的要件を定期的
に確認するか、地域の州または準州のプレイグ
ループ協会に詳細を問い合わせる必要がある
（Joanne & Catheryn、2017）。警察によるチェッ
クが必要であるという視点は、子どもに関わる
徹底的な人物調査をオーストラリアの場合、特
に「サポート」型プレイグループの場合、クリ
アしなければならないというのが示されている
と言える。

9）第 9原則の行動指向
最後に第 9原則『「サポート」型プレイグルー
プでは、熟練したファシリテーターが家庭を巻
き込み、地域のサービスにつなげている』につ
いて概観する。
「サポート」型プレイグループモデルでは、
家庭と交流をするためには、ファシリテーター
による高レベルのサポートが必要である。「サ
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ポート」型プレイグループに参加している貧困
層地域に居住している家庭を調べた調査では、
彼らは主流の「コミュニティ」型プレイグルー
プに参加している家庭とは異な  る結果であっ
た。「サポート」型プレイグループに参加して
いる家庭は、子どもの健康管理に関する情報に
ついてのアクセス、理解、申請に関してかなり
困難があり、子どもの健康習慣に関する高い懸
念を示した（Myers et al.、2015）。同様に、子
どもの身体活動に必要な要件に関する親の知識
は低かった（Weber、Rissel、Hector、＆ Wen、
2014）。このような調査結果は、情報を最も必
要としている家庭が知ることができない可能性
があることを示しており（Myers et al.、2015）、
熟練したファシリテーションの必要性を浮き彫
りにしている。調査によると、家庭が定期的に
参加している場合、「サポート」型プレイグルー
プはより多くの利益を得ることが示されている
（Berthelsen、Will iams、Abad、Vogel、＆
Nichol、2012）。プレイグループが家庭参加に
関与し、それを維持するための戦略は、参加す
る家庭のニーズに基づいて変更する可能性があ
る。プレイグループは家庭を引き付けるために、
幼児サービス（保育所、幼稚園、学校など）、
母子保健サービスような医療提供者（DEECD、
2011）及び地域の近隣センターとのパートナー
シップを構築する。プロモーション活動には、
公園での無料の楽しい一日イベントの開催、プ
レイグループのメンバーやイベントのカラー写
真を地元紙へ掲載、地域の学校を利用した家庭
との出会いや交流などがある（DEECD、
2011）。一方、より不利な立場にあり脆弱な家
庭の参加を引き付け、維持するには、さらに検
討する必要がある。不利な立場にある（または
「アクセスするのが難しい」）家庭の関与を高め
るための手法には、以下が含まれるが、これら
に限定されることはない。

・  家庭がいる場に出向く：つまり家庭の参加を
待つのではなく、公園や地域のショッピング
センターなどに行き、家庭とつながり、プレ
イグループに関する情報を提供し、地域のコ
ミュニティとの関係を築く。貧困家庭は、多
くのことに慣れておらず威圧的に感じたり、
不便な場所に居住している場合、プレイグ
ループに参加できない場合がある
・  差別的でなく、威圧的でもない方法でサービ
スを宣伝、提供する：家庭は差別的、威圧的
な言葉に敏感である可能性があるため、参加
する家庭（複雑または複数の問題など）に対
してステレオタイプな見方をしたり、プレイ
グループを「慈善」または「福祉」の概念に
関連付けたりすることは避ける必要がある。
家庭を尊重し、彼らの「問題」を理解し、学
校などの中立的な場にプレイグループをおく
ことは役立つかもしれない
・  家庭に力を与える戦略を取り入れる：依存関
係を促進するのではなく、プレイグループの
計画や運営にケアラーを参加させるなど、家
庭がプレイグループに貢献することを奨励す
る機会を促進する
・  人間関係を築く：家庭との関係を築く（これ
は、非判断的で、敬意を表する態度を持ち、
励まし、力を与え、温かく、共感することに
よって支援される）; コミュニティ（家庭、特
に先住民族の家庭は、地域で認知され、歓迎
されている場合、サービスに参加する可能性
が高くなる）; 他のサービス（他のサービスと
の関係をつなげることにより、支援の必要な
家庭をみつけ、彼らのニーズを満たすことを
支 援 す る ） は 重 要 で あ る（McDonald、
2010）。

今回この原則策定にかかわった実践者は特に
農村部や遠隔地において、「サポート」型プレ
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イグループのスタッフとしてファミリーサポー
トの資格、コミュニティ開発に関する資格等を
保持しているファシリテーターを雇うことが常
に可能であるとは限らないと示した（Joanne & 

Catheryn、2017）。
次の 4タイプの成功を導くファシリテーショ
ンは、Jackson（2013）によって概説され、情
緒的なサポート経験の増加、子育てへの自信、
またケアラーの孤立感と不平等の減少につなが
ることがわかった。
①　  家庭中心の実践：幼児期の質の高い学習環
境を作り出すことができ、ケアラーとうま
くやりとりするための高レベルの対人スキ
ルも持ち備えるファシリテーター

②　  ケアの要素：ファシリテーターは、ケアラー
の話を聞き、無条件の受容と尊敬を示し、
真の関心とケアを示すことで、家庭との信
頼関係を築くことができる

③　  場の設定：「サポート」型プレイグループに、
社会的およびその他の形態のサポートに対
する保護者のニーズを満たすような応答的
かつ柔軟な場を設定できるファシリテー
ター

④　  ローカルサービスシステムの知識：ローカ
ルサービスと家庭への仲介プロセスについ
て知識を持っているファシリテーター
丁寧にサポートされている「サポート」型プ
レイグループは、家庭のソーシャルサポートの
ニーズを満たすと同時に、必要に応じてより正
式なサポートにつなげ、威圧的ではない「ソフ
トなエントリー」地点であると見なすことがあ
る（Commerford＆ Robinson、2016）。これは、
以下の点を提供できるファシリテーターという
形式をとることもある。
・親への情報提供
・  他のコミュニティ組織からの訪問を組み入れ
る

・  母子保健看護師、作業療法士、言語病理学者
栄養士（McDonald et al.、2014）および財務
カウンセラー（DEECD、2011）を含む医療
専門家からの訪問を手配
・  他のサービスや機関と協働し、新しい参加者
をプレイグループに募り招く
・  家庭内暴力やメンタルヘルス支援サービスな
どの他サービスへの「丁寧な連携」（ファシ
リテーターがケアラー /家庭を紹介する場所）
を提供

以上、質の向上に必要なプレイグループの 9

原則に関するそれぞれの行動原則について概観
してきた。

5．プレイグループの行動指向に関する考察

これまで、オーストラリアにおける質の高い
プレイグループを支える 9つの主要原則とその
行動原則についてみてきたが、明確に教示され
たことは、プレイグループの質を高めるために
人的環境が大きく影響されるということであろ
う。それぞれのプレイグループの活動を促進し
ていく実践者、つまりケアラーを含むファシリ
テーターの質が問われているということであ
る。
実際にプレイグループの活動をするケアラー
に求められる専門性について以下にまとめた。
まず「遊び」というキーワードを視点に述べ
る。この視点において必要な専門性とは、子ど
もの発達、子どもの興味関心に即した遊びや遊
びそのものに関する専門的知識をもとに、子ど
もの育ちを見通し、その成長や発達を援助する
スキルである。つまり遊びの理解・総合的に指
導し援助する力が必要であると言える。また地
域及びプレイグループの内外の空間や物的環
境、様々な遊具や素材、自然環境や人的環境を
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生かしたプレイグループの場、そしてその環境
を構成していくスキルが重要である。この遊び
の視点を土台に、具体的にプレイグループの活
動をどのように構想し展開するのかという実践
的スキルが求められる。
次に「つながり・連携」という視点からまと
めるとするならば、ここでの専門性は地域とプ
レイグループ、子ども、ケアラー間、子どもと
ケアラー間などケアラーや地域社会との関係を
推進し構築する力ではないだろうか。もちろん、
主となるケアラーはプレイグループ集団の一員
としての協調性やリーダーシップを持ち備える
必要がある。
最後に「人権」の視点から考察すると、プレ
イグループは場の人的・物的環境から柔軟に対
応し変化できるということの理解が必要である
ということ。そして相手のスキルなどを尊重せ
ず強制的に実践させるのではなく、構成メン
バーの強み・得意分野を生かした育成も今後の
プレイグループに大きな力となるという認識を
することが重要となってくる。また、特別な教
育的配慮を要する子どもやその家庭、言語的文
化的に異なった家庭、様々な困難を抱えた家庭
や先住民の人たちへの配慮する力や対応力は
「人権」の視点から、行動指向の中でも強調さ
れていた。そして彼らが自主的に生活していく
力、つまり生活援助の知識やそのスキルを伝え
る技術、気持ちに寄り添いながら適切な時に必
要な援助ができる関係構築に関するスキルも必
要であるだろう。
このようにオーストラリアのプレイグループ
のケアラーやファシリテーターに求められる専
門性は多岐に渡って論じられていた。

6．今後の展望：
日本のサードプレイス構築に向けての示唆

本稿では、オーストラリアの質の向上に必要
なプレイグループを構築するために策定された
原則及びその行動指向から、プレイグループの
活動に影響力のあるケアラーやファシリテー
ターの資質について考察した。では日本におい
て、本格的な人口減少・高齢化社会の到来を迎
えていると同時に、日本内外の新型コロナ感染
症を目の当たりにし、誰も予想しなかった日常
生活の制限を経験した上で、オーストラリアの
質を高めるプレイグループの原則からサードプ
レイスの構築に向けて何を示唆するだろうか。
京都市内では、コロナ禍で接触感染のリスク
を減らしたい保護者のニーズを鑑み、貸し切り
制度を導入（京都新聞、2021）するなど、親子
の遊び場や居場所を提供する動きがでてきてお
り、場や遊びを提供することのみが注目され、
かつ急務となっている。これからの時代におい
て、長期間の休みや週末などの期間に有志が遊
び場・居場所の提供をするという枠組みを超え
て、「地域による地域のための居場所」ととら
え地域住民を巻きこみ、それを実施運営する人
材の専門性を問うことの必要性を感じている。
地域のサードプレイス構築のための人材育成、
そして誰もが自分が居住する地域において多様
な人々とともに安心して生活し、住み継がれる
ことを切望しているのではないだろうか。オー
ストラリアの取り組みが日本のサードプレイス
構築の一助、そして人材育成につながると考え
となると考え、今後もサードプレイスに必要な
人材について探求していく。
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Abstract

Research on roles and human resources regarding the Third 
place for children and adults

Tomomi HIRANO

This paper examines to create Third place for children and adults, and examines what kind of human and 

physical environment can provide such Third place. In particular, this paper focuses on the role and human 

resources of Third places. To reassess the role, the paper explores what kind of human resources should be 

produced, focusing on Australian playgroups, which are close to the concept of Third place. The method centers 

on the nine principles of playgroups necessary for quality improvement, and by clarifying what kind of action-

oriented perspective should be taken in implementing activities, suggestions are obtained for the construction 

of Third place in Japan.


